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金
滞
古
賦
志
巻
八

震
=
加
増
分
-
二
百
石
令
a
扶
助
一
詑
.
A
Z
可
a
知
行
-
之
紋
如
v
件
d

慶

長

六

年

十

月

九

日

但

馬

長

知

判

岩
田
侮
左
衛
門
殿

按
守
る
に
、
右
慶
長
六
年
の
十
月
に
至
り
、
太
田
但
馬
守
長
知
よ
り

二
一
白
石
加
恩
せ
し
は
、
前
年
洩
井
純
手
に
て
の
職
功
を
賞
せ
し
も
の

た
る
ぺ
し
。
さ
て
夫
れ
よ
り
慶
長
十
二
年
ま
で
太
田
但
馬
守
が
家
士

た
り
し
か
ど
‘
十
二
年
に
井
上
勘
左
衛
門
・
大
野
茜
之
丞
と
共
陀
藩
士

陀
召
抱
え
ら
れ
、
各
千
石
宛
賜
は
り
た
り
。
可
観
小
鏡
花
云
ふ
。
岩
田

僻
左
衛
門
組
父
岩
田
停
左
衛
門
知
行
千
石
拝
領
之
島
、
立
退
き
た
り
。

鵠
井
暖
鎗
之
功
を
被
v
賞
て
、
丹
初
の
家
来
成
田
助
九
郎
以
下
の
者

E
も
、
皆
夫
れ

λ
¥高
知
に
被
-
-
召
出
-
候
事
左
も
可
b

有
之
事
也
。
此
の

方
よ
り
罷
出
で
た
る
者
ど
も
水
越
縫
殿
を
初
め
働
き
け
る
者
共
へ
、

少
く
と
も
一
一
倍
の
加
増
は
可
ν
被
v
下
候
蕗
に
、
子
v
今
左
様
の
儀
た
し
。

結
句
敵
方
の
者
ど
も
高
知
に
罷
成
候
て
は
面
白
か
ら
ぬ
事
ど
も
也
と

て
、
立
退
候
よ
し
を
申
て
上
方
へ
参
け
り
。
共
後
年
を
緩
て
立
脚
り
、

他
国
民
て
も
宜
し
き
事
も
無
v
之
に
付
、
蹄
り
た
り
と
の
よ
し
申
立
候

得
者
、
ま
た
先
知
の
如
く
千
石
被
v
下
た
り
と
い
ふ
事
を
記
載
す
。
三

州
志
鎚
義
飴
考
に
、
岩
岡
停
左
衛
門
は
、
太
閤
但
馬
守
の
家
士
也
。
但

り
。
人
も
飴
り
知
ち
ぎ
る
に
、
利
常
卿
仰
せ
ら
る
は
、
味
噌
識
の
前

に
犬
乎
負
ひ
て
有
り
と
聞
き
た
り
。
港
き
者
共
見
て
参
れ
と
宜
ふ
。

近
習
の
何
某
参
り
て
共
通
り
申
上
る
に
被
昌
聞
召
一
倍
々
悪
き
番
人
め

哉
、
夜
中
の
呑
は
ケ
様
の
事
を
も
知
る
べ
き
筈
た
る
に
、
犬
の
切
ら

る
L
も
知
ら
ざ
る
は
、
能
く
寝
た
る
ゆ
ゑ
た
り
。
汝
参
て
犬
の
切
ら

れ
た
る
寸
程
、
番
人
の
足
極
め
を
伐

τ
と
よ
と
仰
せ
ら
る
。
近
習
の

士
長
て
参
り
、
番
人
の
足
騒
を
呼
び
出
し
、
犬
の
焼
程
伐
た
り
け
る
。

此
沙
汰
高
く
成
.
共
頃
金
海
中
の
夜
番
人
共
夜
々
疲
守
し
て
‘
各
大

事
に
勤
め
け
る
と
也
。
平
次
挽
宇
る
に
、
京
番
人
は
味
噌
磁
の
番

人
た
る
べ
し
。
舘
紺
屋
侮
書
K
.
慶
長
十
九
年
の
頃
越
中
高
岡
よ
り

蹄
り
け
る
に
‘
紺
屋
坂
の
奮
宅
地
既
に
御
用
地
と
成
に
付
、
味
噌
磁

町
の
味
噌
部
屋
に
暫
〈
置
せ
ら
る
と
あ
り
。
三
州
志
K
.
味
噌
部
屋

あ
り
し
は
慶
長
・
元
和
の
頃
た
り
と
い
へ
り
。
叉
今
新
竪
町
土
議
御

坊
の
僻
穏
に
、
昔
味
噌
磯
町
の
味
噌
磁
を
鹿
せ
ら
れ
し
時
、
共
減
資

却
相
成
‘
共
頃
右
古
木
を
買
入
.
御
堂
を
建
て
た
り
。
故
に
土
蔵
御

坊
と
予
'
今
俗
的
併
す
と
い
ひ
停
へ
た
り
と
ぞ
。
按
宇
る
に
‘
寛
永
十
四

年
三
月
十
八
日
堂
形
雑
穀
磁
納
の
定
書
K
.
・
二
拾
石
御
膳
味
噌
用
河

北
郡
上
大
豆
、
百
石
御
産
所
味
噌
用
新
潟
中
大
豆
と
い
ふ
事
見
ゆ
。

金
滞
古
蹟
志
巻

λ

七

馬
守
切
寄
せ
ら
る
L
後
、
慶
長
十
二
年
井
上
・
大
野
と
共
に
藩
士
に

召
出
さ
れ
.
千
石
を
賜
は
り
、
浪
華
合
戦
の
後
五
百
石
を
加
俸
あ
り

て
、
党
和
三
年
浪
士
と
た
り
、
正
保
二
年
陽
庚
公
へ
復
仕
し
、
元
総

中
千
五
百
石
を
ぽ
賜
は
り
た
り
。
可
観
小
訟
に
、
岩
国
体
左
衛
門
乞
骸

の
訟
を
載
せ
た
れ
ど
詳
か
た
ら
宇
。
今
彼
の
家
踏
に
従
ふ
と
あ
り
。

平
次
按
宇
る
に
、
元
和
三
年
に
浪
士
と
成
り
た
る
時
の
事
に
て
、
他

図
に
て
宜
し
き
事
も
た
き
と
て
立
飾
り
再
動
せ
し
は
、
正
保
二
年
復

仕
の
事
を
い
へ
る
も
の
に
や
。
可
観
小
訟
の
僻
話
の
始
末
た
る
ぽ
、

前
瀬
た
る
邸
宅
怪
異
の
停
話
は
、
後
人
の
俗
説
た
ら
ん
か
。

。
味
噌
窺
町

醤
停
に
云
ふ
。
昔
寧
備
貯
用
の
味
噌
磁
を
ば
此
の
地
に
建

τ置
か
れ

け
り
。
故
に
味
晴
磯
町
と
呼
ぺ
り
と
。
按
4
r
る
に
、
元
秘
六
年
の
士
般

に
、
御
普
請
曾
所
向
み
そ
ぐ
ら
町
、
或
は
味
晴
磯
町
黒
梅
屋
橋
・
な
ど

L
見
b
た
り
。

O
味

噌

議

跡

漉
香
友
郷
の
武
家
耳
底
記
に
一
式
ふ
。
資
門
利
常
卿
の
時
味
噌
識
あ

り
。
今
の
奥
村
市
右
衛
門
第
地
是
也
。
故
に
共
漣
を
味
噌
磁
町
と

-x

ふ
。
或
時
味
噌
裁
の
前
に
白
き
犬
一
疋
‘
首
の
際
に
手
負
ひ
て
伏
居
た

'. 
I~ J. 

R
f守
主
;
J
K
-
J
t
p
v
ぷ
除
際
問
脇
陣
陸

此
の
時
代
は
既
に
箪
用
の
味
噌
の
製
法
は
止
め
ら
れ
し
に
や
。
世
に

い
ふ
名
畿
屋
味
噌
は
.
尾
州
名
麓
屋
務
徳
川
家
の
軍
備
貯
用
の
味
喰

に
て
、
古
き
分
を
ぽ
道
三
収
梯
は
れ
し
故
に
、
世
上
へ
寅
却
し
て
、
茶

人
危
ど
合
席
料
理
の
用
に
宛
て
賞
味
す
。
そ
の
か
み
金
津
に
も
軍
備

貯
用
の
味
噌
製
治
を
命
ぜ
ら
れ
し
頃
は
、
名
護
屋
藩
の
如
く
た
り
し

と
長
ぽ
ゆ
。

。
千
宗
室
奮
邸

元
職
六
年
の
士
般
に
、
千
宗
室
居
宅
味
噌
磁
町
稲
荷
橋
近
所
と
あ
り
。

延
貨
の
金
揮
闘
を
見
る
に
、
稲
荷
橋
の
下
加
須
屋
停
兵
衛
が
居
邸
と

野
村
六
左
衛
門
が
屠
邸
と
の
聞
な
る
邸
地
を
千
宗
室
と
載
す
。
按
守

る
に
、
利
常
卿
小
松
在
披
の
頃
は
、
城
内
三
，
丸
に
居
邸
を
賜
は
り
居

住
せ
し
か
ど
、
高
治
元
年
菟
去
あ
り
て
、
翌
二
年
に
小
松
附
の
諸
士

悉
く
金
津
へ
移
住
を
命
ぜ
ら
る
時
、
宗
室
も
金
海
へ
来

p.
味
噌
磯

町
に
て
邸
地
を
賜
は
り
た
る
た
る
べ
し
。

。
千
宗
室
侮

燕
蛮
風
雅
脇
悶
丸
兵
衛
直
能
停
に
一
宮
ふ
。
直
能
串
忌
m
式
於
千
宗
室
吋

而
白
=
眉
共
間
吋
告
示
室
之
来
=
本
藩
-
在
同
寛
永
三
年
吋
時
備
玄
機
峰
港
=
千

氏
宗
室
居
士
之
加
州
行
-
五
絶
e

宗
室
老
居
士
e

於
v
茶
大
悟
人
"
問
調
=

七




